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ぎないが、石灰液浸漬発酵処理１回で4.4%、２回で17.7%と増加していた。石灰液浸漬発酵処理1回のみ
の粗繊維からの竹紙でも高濃度ドウサ液塗布によるｐＨは７以上を保持していたことから、酸による劣
化を抑制する充分量のアルカリリザーブを含んでいることを示している。よって、保存性の観点からは
石灰液浸漬発酵処理１回が２回よりも初期強度が高いことから、竹紙文化財の保存用紙としてより望ま
しいとしている。 
 第４章では以上の実験を総括している。煮熟剤としては石灰よりもソーダ灰や苛性ソーダが適してお
り、長期保存性を考慮した場合は、現在の石灰液浸漬発酵処理２回よりも１回など処理期間を短縮する
方が望ましいとしている。 
ここで得られた成果は伝統的な石灰液浸漬発酵処理により、竹繊維中に石灰が取り込まれ、これがア
ルカリリザーブとして酸による竹紙の劣化を抑制することを示しており、伝統的な竹紙製造法が優れた
方法であることを明かにしている。また、文化財保存修復用紙としての竹紙製造には現在よりも簡略し
た方法が良いことも示しており、製造コストの低減、ひいては伝統的な製造法の維持に結びつく成果で
ある。 
研究成果は学術論文１本、学会発表は海外でのアメリカ保存修復学会（ＡＩＣ）および国際博物館協
会保存部会（ＩＣＯＭ ＣＣ）を含めて３回を既に行っており、追加の論文、学会発表も予定している。 
以上の点から本論文は博士(文化財）の学位を授与するに十分な内容である。 
 
 
